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農業は環境に悪影響を及ぼす︖

それとも農業は環境を守る︖



環境に悪影響を及ぼす農業

気候変動に及ぼす影響︓AFOLU（農業、林業、
その他⼟地利⽤）からの排出が全体の1／4

森林伐採地(インドネシア)
写真提供︓熱帯林⾏動ネットワーク



環境を守る農業
農業の多⾯的機能

資料:農林⽔産省

佐渡の棚⽥



世界の農業⽣産を⽀える家族農業
国連「家族農業の10年」（2019-2028年）
• 世界の⾷料安全保障確保と貧困撲滅に⼤きな役割を果たしている家族農業につい
て、以下を要請
（1）各国が家族農業に係る施策を進めると共にその経験を他国と共有
（2）FAO等の国際機関は各国等による活動計画の策定・展開を先導

• 国連⾷糧農業機関（FAO）によると、家族農業は、開発途上国、先進国ともに、
⾷料⽣産によって主要な農業形態（世界の⾷料⽣産額の8割以上を占める）と
なっており、社会経済や環境、⽂化といった側⾯で重要な役割

• また、彼らは地域のネットワークや⽂化の中に組み込まれており、多くの農業・⾮農業
の雇⽤を創出

• 世界では、8.2億⼈が依然として飢餓に苦しみ、また、極端な貧困層の8割近くが農
村地域で暮らし、農業に従事

• このため、農村地域の開発と持続可能な農業に対する資源の投⼊や、⼩規模農家、
特に⼥性農業者への⽀援が、とりわけ農⺠の⽣活を改善し、すべての形態の貧困を
終わらせる鍵



FAOの世界農業遺産(GIAHS)

1.⾷料と
⽣計の保障

2.農業の⽣物
多様性

3. 知識
システム

4.文化

価値観
社会組織

5.ランドスケー
プとシースケー

プ

歴史的な
重要性

現代的な
重要性 脅威と課題 現⾏の

推進活動

アクションプラン

世界的な（国家的な）重要性

次世代に継承すべき重要な農業（林業、⽔産業を含む）、それに関連する
伝統的な農法、農⽂化、⽣物多様性、 農業景観をシステムとして認定

持続可能性
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【静岡県】
静岡の茶草場農法

（2013年）

【岐⾩県】
清流⻑良川の鮎

（2015年）

【⼤分県】
クヌギ林とため池が
つなぐ国東半島宇佐
の農林⽔産循環

（2013年）【熊本県】
阿蘇の草原の維
持と持続的農業

（2013年）
【宮崎県】

⾼千穂郷・椎葉⼭の
⼭間地農林業複合システム

（2015年）

【和歌⼭県】
みなべ・⽥辺の
梅システム
（2015年）

【宮城県】
持続可能な⽔⽥農業を⽀える

「⼤崎耕⼟」の
伝統的⽔管理システム

（2017年）

【静岡県】
静岡⽔わさびの伝統栽培
（発祥の地が伝える⼈と

わさびの歴史）
（2018年）

【徳島県】
にし阿波の

傾斜地農耕システム
（2018年）

【⽯川県】
能登の⾥海⾥⼭

（2011年）

【新潟県】
トキと共⽣する
佐渡の⾥⼭
（2011年）

⽇本国内の世界農業遺産認定地域
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計︓11地域（2020年2⽉現在）

世界農業遺産兼⽇本農業遺産地域

世界農業遺産地域



トキと共⽣する佐渡の⾥⼭（2011年認定）

⾦⼭の歴史が⽣み出し
た棚⽥などトキの餌場
となる⽔⽥で、低農薬
栽培、冬期湛⽔など
「⽣きものを育む農
法」とその認証制度を
推進

資料:農林⽔産省



2020年1⽉18⽇
佐渡現地調査



「ホリスティック」なアプローチの重要性
• 「ホリスティック」（holistic）とは、「全体的な」、あるいは、「総体的な」という
意味

• 農業・農村を、⽣産や⽣計（経済）の⾯からだけでなく、⽣物多様性（環
境）、伝統的知識（技術）、⽂化・価値観・社会組織（⽂化）、ランドス
ケープ（⼟地利⽤）など、全体的、相対的に評価する「世界農業遺産」は、
まさにホリスチックなアプローチを採⽤

• ⼈々の⾷料を安定的に確保し、農家が豊かになるためには、農業の⽣産性を
⾼めることは不可⽋であるが、同時に、「⾥とともにある⽇本の農」を次の世代
に継承するには、ホリスティックなアプローチが重要


